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トンネル出入り口部の照明灯を減灯する試験的な取り組み

～道路維持管理費のコスト縮減～

酒田河川国道事務所では、道路維持管理費のコスト縮減の取り組みとして、

管内のトンネル出入り口部に限定した道路照明灯の減灯を試験的に実施してお

ります。

なお、今後、道路利用者の意見を伺いながら試験期間中の減灯による影響を

把握したうえで恒久的な対応を判断していく予定です。

当事務所では国道７号、４７号、１１２号の維持管理について、これまでコスト縮減を図りな
がら適切な維持管理に努めてまいりました。しかし、公共事業の予算の縮減に伴い、道路維持管
理費についても更なる削減が求められております。

その一環として、管内のトンネル出入り口部に限定した道路照明灯の減灯を試験的に実施して
おります。

トンネルの入り口部は、運転者がトンネル内の明るさに対して順応の遅れを軽減する為、外部
の明るさによって照明灯の点灯数を自動的に変えております。（出口部も同様）

（晴天時）
トンネル外部が

晴 れ て い る 時

は、入口部も明

るくしている。

（曇天時）

トンネル外部が

曇 っ て い る 時

は、入口部の明

るさも落として

いる。

これに対して本取り組みでは常時曇天時の点灯状態(晴天時でも曇天時の点灯状態)とすること
で、電気料の縮減を図ります。なお、トンネル内部（出入り口部以外）は従来どおりの明るさ

です。
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酒田河川国道事務所

トンネル照明灯減灯による電気料金の縮減について

田麦俣トンネル

月山第二トンネル

月山第一トンネル

湯殿山トンネル

大網トンネル

●実施内容
トンネル坑口部における道路照明灯減灯の実施

国道112号－月山第一トンネル
－湯殿山トンネル
－月山第二トンネル
－田麦俣トンネル
－大網トンネル

国道１１２号 湯殿山トンネル




